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　表紙作品について
　作品：歌

うたがわ

川広
ひろしげ

重（1797～1858）「冨
ふ じ

士三
さんじゅうろっけい

十六景」のうち「下
しもうさ

総小
こがねはら

金原」安政５年（1858）

　　　　大判錦絵揃物　版元＝蔦屋吉蔵（城西国際大学水田美術館所蔵）

　低い視点から、広々とした草原の彼方に富士を望む。躑
つつじ

躅の咲く草原で、馬がのんびり草を
食む春の情景である。近景の馬を極端に大きく描く近像拡大型の構図で、奥行きのある空間を
作り出している。小金原は、千葉県北西部の北総台地に広がる原野で、江戸時代に幕府直轄の
軍馬の放牧地が置かれた。六つの牧の総称を小金牧といい、小金宿（松戸市小金）には、牧を
管轄する小金御

おうまや

厩があったという。富士山の見える風景を描いた、広重最晩年の三十六枚揃の
一図。歌川広重は豊広門人。《東海道五拾三次》で人気を得、名所絵ブームに火をつけた大家。

（解説：城西国際大学水田美術館）


